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To investigate aseismic strengthening e笠ects due to winding AFRP sheet around steel-pipe piers， base­
excitation tests for steel刷pipe pier models winded with cross-directional AFRP sheet were conducted taking 
winded height of sheet as variable. From this study， following results are obtained: 1) 10ω1 buckling 
mode occurred at collapse may be shifted from EFB type to diamond-shape type due to conf凶ng effects 
of AFRP sheet; 2) aseismic performanαof steel司pipe pier can be effectively加proved by winding AFRP 
sheet; and 3) distribution of converted maximum horizontal load - maximum relative displacement relation 
co汀esponds to白at of horizontal load - displacement叩rve obtained from static monotonic loading test. 
K匂I Words，' AFRP sheet， steel七pipe pie巧base-excitation，砂namic response 










































































0.05 0.10 0.15 0.20 0.000 0.005 
















定し， 全ての試験体に対してシートを3 周巻き付け， そ
の高さ方向接着範囲のみを変化させることとした. 図-










付ける， 3)シート接着後， 室温を2 0 度前後に保ち気中養
生をして，触感により粘着感がないこと を確認する， で


















径 の加工公差は土0. 05 mmである. また，基部は剛体変
形を可能な限り減少させるため，圏一 1 に示すように鋼













lead block (1，200kg) 
• accelerometer 
I reflecter 







圧源吐出量31. 7 1/ minのアクチュエーターに接続されて
いる. また， 試験体上部には橋梁上部工の質量を模擬し





試験体頂部，鉛塊の高さ方向重 心位置 (以後， 鉛塊重 心
位置)の加振方向およびその鉛直方向の計8 ヶ所，レー












































A4 -1試験体 (入力加速度 α:i= 500 gal)の結果を示して
いる. ( a)， (b)図はそれぞれ入力変位および入力加速度
波形，(c)， (d)図はそれぞれ基部に対する鉛塊重心位置の
相対応答変位九(以後，応答変位)および絶対応答加速
度α:d (以後，応答加速度)波形である. (a)， (b)図より，
入力変位および入力加速度は加振開始約 5秒後に定常状
態となっていることがわかる. 一方，応答加速度波形(d
図)は， 約4 秒後に最大値を示し， その後減少を開始し
零レベルに至っている. これは， 基部近傍部に局部座屈
QU FO 





巻き付け高さ 固有振動数 振動数 実験終了後の破壊性状 高さ(mm)
体名
Lλ(mm) Lλ/L' ん(Hz) 五(Hz) α'i (gal) A側 B側
AO-I 125，250，375 A側にEFB発生， 倒壊 10 ー
AO-S 。 0.00 4.20 375 B側にEFB発生， 倒壊 15 
A1-1 125，250，375，500 B側にDP発生， 倒壊 30 
A1-S 125 0.25 4.22 500 B側シート継ぎ目上部にDP発生， 倒壊 140 
A2-1 3.0 125，250，375，500 A側にDP発生， 倒壊 40 
A2-S 285 0.57 4.30 500 A側にDP発生， 倒壊 30 ー
A4-1 125，250，375，500 B側にDP発生， 倒壊 30 
A4-S 500 1.00 4.22 500 A側にDP発生， 倒壊 40 ー
A側:アクチュエーター側， B側:反アクチュエーター側，EFB:象の脚型座屈 ，DP:ダイヤモンド型座屈
2 2 0  c 、、�ヘ晶 600 
�- 10 � 3 00 
-2 0  - 600 
。 2 4 6 8 10 。 2 4 6 8 10 
time (s叫 time (sec) 
(a) 入力変位波形 (b) 入力加速度波形
2 80 事，，-.、 1000 
� 4 0  
も可 5 00 
、号s -5 00 
-1000 
0 2 4 6 8 10 2 4 6 8 10 
time (sec) time (sec) 
(c) 相対応答変位波形 (d) 絶対応答加速度波形





















































変位に関する履歴曲線を示している. なお， (a)， (b)図
はそれぞれ繰り返し加振および単一加振実験結果である.
なお， ここでは， 紙面の都合上AO，A1， A4 試験体につ
いてのみ示すこととする.
(a)図より， 繰り返し加振実験結果に着目すると， 入力
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(b) 単一加振実験
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(a) 繰り返し加振実験






また，シート高さ1 25 mmのAl試験体において， 入
力加速度ai= 500 galで加振実験を行う場合， 単一加振
のAl・S試験体における最大応答加速度が繰り返し加振
のAI-1試験体よりも大きな値を示しているものの，倒壊
に至るまでの振動回数は少ない. これは，1 )A1・ I試験体






る. シート高さ 500mmのA 4試験体では， 最大応答加
速度が両者でほぼ同じ値を示していることから，シート
補強によって繰り返し加振履歴の影響が抑制されている
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繰り返し加振実験(αi = 375 gal) 
一一一 AO・S (ai= 375 gal) 
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ai= 500 gal 
















































加振実験(句= 375 gal)および単一加振実験結果(ai = 
50 0 gal)を，1 )全エネルギー吸収量および2)1サイク
ル当たりの無次元吸収エネルギーの2種類について示し
ている. ただし，図ー7 (b) と同様， 単一加振実験にお
けるAO・S試験体は入力加速度αi = 375 galの結果であ
る. なお，無次元エネルギー吸収量は，1サイクル当たり
- 73-
一也ーAO・1 (a;= 375 gal) 
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繰り返し加振実験(α:i = 375 gal) 
ーローAO-S (a;= 375 gal) 
ー司令- Al・S (a;= 500 gal) 
・ ・0・ ・ A2・S (al= 500 ga1) 
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かな傾向を示している. ただし， シート高さ28 5 mmの
















験体では. 1，000 J 程度を示しているのに対し. A1-S試















2.3でも述べたようにA2・I試験体(α'i = 3 75 gal)の場合
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無次元換算荷重HdJ叫が1 程度 以下の場合(α:i= 125， 
250 gal入力時)には， 無次元換算水平荷重HdJlちは静
的載荷実験結果から得られる水平荷重一水平変位関係と









いることがわかる. また，αi= 375 gal時のHdJ馬は静
的最大耐力より若干大きめの値を示している.
一方，α:i= 500 gal加振時の場合には， シート高さ 500
mmのA4-1試験体を除いて， 無次元水平荷重HdJlちは
減少していることがわかる. これは. A4-1試験体を除き
αi = 375 gal加振時に試験体の基部近傍に発生した局部座
屈による影響であるものと考えられる. ただし， シート
高さ28 5 mmのA2・I試験体に闘しては，前述のように
α:i = 375 galの加振時聞が約 9 .5秒間となっており. A4・I
試験体と比較して塑性化の進行が大きいことによるもの
と考えられる. 事実， 加振終了後には約8 mmの残留変
位を確認している. これより，前節3.4および3.5で述
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